
ガスホース
点検方法の改善



私たちは日々の補修工事で火気作業を多く行っ
ています。その際、使用機器の点検も実施して
いますが、目視点検が多く、不良なものは発見
できているのか、確実に点検作業が実施できて
いるのか、グループ内で意見が挙がりました。

テーマ選定

過去の災害を教訓にし、今後も安全に火気作業が
できるように、今回はガスホースの点検方法を
テーマに改善活動に取り組みました。

2015年1月 京浜地区

カップリングを加熱中、
酸素ホースが破れて引火し、
火傷をした災害が発生



現状把握

ガス器具等 使用前/月例点検表

ガスホース7項目
ガスホース8項目

ガスホース点検項目

◼ ホースの火損・切損・摩耗はないか

◼ ホースの老化によるヒビ割れはないか

◼ ホース自体からの漏れはないか

◼ 中間継ぎ部の漏れはないか 等…

点検に時間が
掛かるなぁ…



◼ ホースの長さ：25ｍ
◼ 形状：ツインタイプ
◼ Gr内のガスホース保有数：10本

現状把握

使用しているガスホース

25ｍのガスホースを
目視及び触手点検



現状把握

ホースを曲げる主な点検方法

変色は
ないか？

ひび割れは
ないか？

切り傷は
ないか？



現状把握

石鹸水を使用する

中間継ぎ部の
漏れはないか？

ホース自体から
漏れはないか？

主な点検方法



何を ガスホースの点検方法を

どうする
ホース全体の損傷を効率よく
発見できる方法にする

いつまでに 2022年3月まで

どこまで 確実に点検が実施できるまで

目標設定



要因解析

時間が掛かる

時間に余裕がない

点検箇所が多い見落としがある

ガスホースの点検漏れを無くすにはどうしたらよいか？

手間が掛かる

効率が悪い

耐圧試験用の環境が整っていない

統一の点検方法を決めていない

ホース全体が入る大きさの
水槽が無い

点検用治具が無い

点検のやり方がわからない

ホースの数が多い

ホースが長い

水没式漏れ点検は
水に浸けても見にくい

点検用治具が無い

耐圧試験ができていない

人によって点検方法がバラバラ

点検不十分の可能性が有る



確実にガスホース点検を実施できるか検討

1.見落としがない点検方法はあるか

2.効率が良く、誰でもできるガス
ホース点検の方法はあるか

3.時間を掛けずに点検できる方法は
あるか

4.耐圧試験を実施できる環境を作れ
るか

対策検討



対策実施

ガスホース点検用治具を製作

水槽

エアーコンプレッサー

圧力ゲージ 専用架台

バルブ

約8万円

製作期間：2日間

内作場に設置



対策実施

ガスホース点検用治具の大きさ

1000ｍｍ

専用架台 水槽

250ｍｍ

500ｍｍ

400ｍｍ

立位姿勢で点検可能

少ない水の量で
ガスホースが1本
入る大きさに設計



対策実施

治具を使用したガスホースの点検方法

水槽に水を入れる 水槽の中にガスホー
スを入れる



対策実施

治具を使用したガスホースの点検方法

バルブを開け、圧力
ゲージの数字を確認
する

エアーコンプレッサー
の電源を入れる



対策実施

治具を使用したガスホースの点検方法

◼ 約5分間、試験圧力をかける
◼ ガスホースからエアーが漏れていないか
確認する



効果

安全性の向上

ガスホース1本全て水槽で点検すること
ができ、より安全なものを現場で使用す
ることが可能となった

穴あき・ひび割れ・破裂等を発見できる

水没式漏れ点検が容易にできる

耐圧試験が可能になった

損傷箇所の見落としが無くなり、
安全に火気作業ができるようになった



効果

作業効率の向上

立位姿勢で点検が可能となり、
点検箇所も見やすくなった

点検作業時間が短縮した

点検しやすくなった

AfterBefore

10分/本×10本20分/本×10本

200分 100分
50％短縮

時間を掛けず効率良く点検が可能になった
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